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四
万
温
泉
ス
タ
ー
ト

6
6
9
名

　
6
月
15
日
、
ス
パ
ト
レ
イ
ル

〔
四
万
to
草
津
〕
〜
六
合
の
草
原

を
走
破
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

招
待
選
手
を
含
む
6
6
9
名
が
、

四
万
温
泉
の
桐
の
木
平
駐
車
場
か

ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
大
会
前
日
の
前
夜
祭
（
沢
田
体

育
館
）
は
、
中
之
条
小
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ

キ
ッ
ズ
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
の
皆
さ
ん

に
は
、
手
作
り
料
理
と
地
元
名
菓

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　草
津
温
泉
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

5
2
8
名

　
81
・
4
ｋｍ
（
50
マ
イ
ル
）
を
15

時
間
の
制
限
内
に
完
走
し
た
選
手

は
5
2
8
名
（
完
走
率
78
・
9

％
）
。
町
内
か
ら
は
た
だ
一
人
、

中
澤
順
子
さ
ん
が
出
場
し
、
女
子

1
0
8
人
中
第
22
位
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　
草
津
国
際
ス
キ
ー
場
の
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
ゲ
ー
ト
で
は
、
大
会
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
鏑
木
毅
さ
ん
と
松

本
大
さ
ん
が
、
走
り
込
ん
で
く
る

選
手
を
激
励
し
な
が
ら
迎
え
ま
し

た
。

交歓会の様子

理解とご協力
うございました

の草原を走破 ～

中澤順子さん ZEROSENキッズ 中之条小学校吹奏楽部

SPATRAIL　
Shim

a　
to　

Kusatsu

応援旗づくり応援旗づくり

第１エイド
万沢線峠
第１エイド
万沢線峠

5：00a.m. 四万温泉 桐の木平駐車場スタート

11.3㎞

30㎞
世立

鏑木毅さん
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ス
タ
ッ
フ
5
8
8
名

　
前
日
・
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
は
の
べ
5
8
8
名
。
エ
イ
ド

な
ど
で
の
声
援
が
と
て
も
励
み
に
な
っ
た
と
選
手
か
ら
も

喜
び
の
声
が
聴
こ
え
て
き
ま
し
た
。
長
時
間
に
わ
た
る
ご

協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆さんのご
誠にありがと

～ 528名が六合

SP
AT
RA
IL　
Sh
im
a　
to
　
Ku
sa
ts
u

男子第1位 小林慶太さん男子第1位 小林慶太さん

草津国際スキー場

女子第1位
山ノ内はるかさん（左）

女子第1位
山ノ内はるかさん（左）

第５エイド
チャツボミゴケ公園
第５エイド
チャツボミゴケ公園

第４エイド
ねどふみの里
第４エイド
ねどふみの里

第３エイド
野反湖ビジターセンター
第３エイド
野反湖ビジターセンター

第２エイド
ふるさと活性化センター
第２エイド
ふるさと活性化センター

フィニッシュ会場
豚汁配布
フィニッシュ会場
豚汁配布

40 ㎞48.2㎞

68㎞

世立

野反湖弁天山

田代原

71.6㎞ 松本大さん
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〔訂正：広報なかのじょう６月号３ページの「鏑木毅さん」の名前に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。〕

SPATRAIL　
Shim

a　
to　

Kusatsu

　大会当日16時から、
草津国際スキー場天狗
山レストハウスで、表
彰式が行われました。
入賞者には、草津町の
黒岩町長から賞状とト
ロフィーが贈られまし
た。
　トロフィーは、草津
温泉の特徴である酸性
の泉質を利用して、石
灰石で作った「百年
石」。木製ケースも飾っ
てもらえるようにと工
夫された手作りです。

右から、
草津町観光協会

中澤会長、
プロデューサー
鏑木毅さん、

野間陽子さん（4位）、
大庭知子さん（2位）、
山ノ内はるかさん（1位）

左から、
草津町黒岩町長、
伊藤冬未さん（8位）、
川井朋子さん（7位）、
原田朋子さん（6位）、
栗原葉子さん（5位）、
加藤揚子さん（3位）、

左から、
草津町黒岩町長、
仁科昌憲さん（8位）、
石井克弥さん（5位）、
高橋和之さん（4位）、
須賀暁さん（3位）、
小林慶太さん（1位）

右から、
草津町観光協会

中澤会長、
プロデューサー
鏑木毅さん、

小野塚稔さん（7位）、
三浦誠司さん（6位）、
大瀬和文さん（2位）

女子順位
１
２
３
４
５
６
７
８

男子順位
１
２
３
４
５
６
７
８

氏　名
小林　慶太
大瀬　和文
須賀　　暁
高橋　和之
石井　克弥
三浦　誠司
小野塚　稔
仁科　昌憲

氏　名
山ノ内　はるか
大庭　知子
加藤　揚子
野間　陽子
栗原　葉子
原田　朋子
川井　朋子
伊藤　冬未

お住まい
東京都
東京都
宮城県
山形県
埼玉県
大阪府
東京都
東京都

お住まい
福島県
東京都
沼田市
東京都
兵庫県
東京都
東京都
新潟県

タイム
 7:52:18
 7:56:27
 8:00:16
 8:24:16
 8:34:17
 8:35:34
 8:47:56
 8:49:10

タイム
10:01:39
10:31:57
10:41:04
10:50:21
10:57:23
11:14:57
11:14:57
11:15:22

彰
Men
男子

Women
女子

表彰表
　17 時から同会場で行われたトークセッションでは、「手が
届かないような選手と一緒に走れるくらいのレベルになり

たい！」と男子第 1位の小林さんは抱負を語ってくれました。
また、女子第１位の山ノ内さんは「前に人がいると追いかけたくなっちゃ
う」と話し、会場を沸かせました。鏑木さんは、今の“ 楽しさ ”を忘れ

ずにと選手の皆さんにエールを送りました。

※敬称略

※敬称略
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温泉郷クラフトシアター 2014開催
第2回

　町では一昨年に続き、今年の夏も「温泉郷クラフトシアター」を開催します。県内外から様々なジ
ャンルのクラフト作家が四万温泉に会し、制作の実演、作品展示、本格的なワークショップが行われ
ます。
　クラフト作品を手にしながら、つくり手との交流を楽しめるシアター形式のイベントです。夏休み
の宿題に利用してみてはいかがですか。
　今年は、会場5ヶ所のオリジナルスタンプを集めて応募すると、参加作家の作品が抽選で当たるス
タンプラリーが開催されます。参加するには、各会場に用意してあるリーフレット（無料）を利用す
るか、コピーも利用できます。応募受付は、四万温泉協会・ふるさと交流センターつむじ（ショッ
プ）まで。
　日程　7月 19日（土）～7月 27日（日）　10:00 ～ 17:00　無料

【ワークショップ】  
　作家本人による本格的なワークショップ
1）箸づくり・漆研ぎ出しなど
2）ステンドグラスの一輪挿し・
　　キャンドルカバー・ミニランプ
3）鉄のぐいのみづくり
4）座繰り体験
5）スカーフさくら染め体験
6）土鈴づくり
7）練り香水・体に優しい蚊取り線香づくり
8）陶芸/絵付け体験
9）陶芸体験
10)彫刻体験
11)カホンづくり

（実施日、作家、会場）  
（毎日）吉澤良一 /中屋

（毎日）舛田弘彦 /積善館
（土日祝）　鈴木浩/中屋
（7/19・20）行松啓子/森のカフェKISEKI
（7/25～27）行松啓子/森のカフェKISEKI
（7/19・20・27）占部紗也香 /中屋
（7/21・23・26・27）渡邉眞子/積善館
（毎日） 水野有人/工房無限大
（7/19・21・24）中山穣 /中屋
（7/20・21）　 岡孝博 /森のカフェKISEKI
（7/21・26・27）サイトウグンマ/美遊時庵まるたか

※開催時間・参加料は
　四万温泉協会に問い
　合わせください。
　☎64・2321

【その他の会期中イベント】
1）

2）

3）

石井完治アコースティックギターライブ

レトロ通りの懐かしライブ2014

カホン奏者 木川保奈美のカホン初心者教室

ワークショップ予約
四万温泉協会　☎64・2321

問い合わせ
役場企画政策課　政策係　安原克規・桑原かよ　☎75・8802

7/21（月・祝）1st 13：00～,　2nd 15：00～/石井完治（G）磯崎
みお（Vo)　河野俊二（Per） /四万温泉 落合通り/無料
7/26（土）13：00～16：00　※出演者数により終了時間が早まる
場合があります/一般公募等アーティスト 15組(予定)/四万温泉 
落合通り/無料
7/26（土）,27（日）11:00,13:00,15:00、(各回約1時間)/木川保
奈美/ぐんまみらい信用組合駐車場/参加料 1,000円

会場及び参加作家
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2014 中之条町 防災フェア

1
8
0
0
人
が

防
災
に
触
れ
る

　
6
月
1
日
、
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
で
「
2
0
1
4
中
之
条
町
防
災
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
郡
町
村

会
、
吾
妻
振
興
局
の
後
援
と
多
数
の
協

力
団
体
参
加
の
も
と
、
多
彩
な
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
、
来
場
者
約
1
8
0
0
人

が
「
防
災
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

地
域
防
災
力
を
高
め
よ
う

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
町
の
救
助
や
救
助
活
動
等
、
自
分

で
自
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
当
然
行

わ
れ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
、
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
救

出
・
救
護
、
避
難
誘
導
に
当
た
る
な
ど

の
「
地
域
防
災
力
」
が
加
わ
る
こ
と

で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
、
地
域
で
協
力
し

合
え
る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
防

災
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
防
災
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
て
も

ら
え
る
よ
う
防
災
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

（
写
真
は
、
県
防
災
航
空
隊
の
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助
訓
練
）

2014 中之条町
防災フェア
2014 中之条町
防災フェア
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2014 中之条町 防災フェア

『
災
害
時
に
お
け
る

宿
泊
施
設
の
提
供

に
関
す
る
協
定
書
』

　
大
ホ
ー
ル
で
は
、
県
警
音
楽
隊
の
演

奏
や
渋
川
広
域
消
防
本
部
に
よ
る
東
日

本
大
震
災
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
報

告
の
ほ
か
、
「
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊

施
設
の
提
供
に
関
す
る
協
定
書
」
の
調

印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の
提
供

に
関
す
る
協
定
は
、
町
と
四
万
温
泉
協

会
・
沢
渡
温
泉
旅
館
組
合
・
六
合
の
里

温
泉
郷
組
合
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
災
害
時
に
宿
泊
施
設
を
提
供

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
迅
速
な
対
応
と

被
災
者
5
0
0
0
人
の
受
け
入
れ
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

被
災
者
受
入
訓
練

　
ま
た
、
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
被
災
者
の
受

け
入
れ
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
想
定
は
、
「
姉
妹
都
市
の
大
網

白
里
市
が
地
震
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
市
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
た
め
、
救
援
バ
ス
を
送
り
込
み
、
被

災
市
民
を
中
之
条
町
へ
避
難
さ
せ
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

△
被災者を乗せた救援バス
が中之条町へ到着。

調印後の協定書を手に、
左から折田町長、関協会長、
福田組合長、山田組合長。

▷

来場者やスタッフに
振る舞われた非常食

ＡＥＤを使った救急
救命体験

ハンドルを回せば飲
み物が出てくる自動
販売機

さまざまな催し
　フェアでは、屋内外を広く活用し、消防や自衛隊などの特殊車両の展
示、中之条幼稚園幼年消防クラブによるバケツリレー、消防・警察によ
る大規模訓練などさまざまな催しが行われました。子どもからお年寄り
まで多くの人が色々な角度から防災を意識した一日となりました。

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情
報」を携帯電話等にメール配信し
ます。下のＱＲ（キューアール）
コードを読み込んで何も入力しな
い空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが
読 み 込 め な い 場 合 は 、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.
jpにメールを送ってください。

問い合わせ
役場企画政策課広報係
☎75・8846（直通）
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ュースと だいニュースとわだい

おめでとうございます
冨沢せんさん
満100歳を迎えました

花のまちづくりアドバイザー
として福田具可さんを委嘱

文人盆栽会による 「さつき展」

　冨沢さんは、町内の病院で療養しています。
　編み物が得意で、家事や農業の合間に沢山の衣類を
家族のために編んでいました。
　長生きの秘訣は、「何でも好き嫌いなく食べるこ
と。」だそうです。

　6月13日から15日までツイン
プラザで開催されたさつき展。会
員11人による22点の作品が展示
されました。一年間丹精込めて手
入れをしたさつきが、訪れた人の
目を楽しませました。（敬称略）

第14回赤坂ポピー祭り

　６月１日、恒例のポピー祭りが赤坂地区で開
催されました。雲一つない晴天のもと、赤やピ
ンクや白で埋め尽くされたポピー畑に、来場者
の感嘆の声と笑顔が広がっていました。ポピー
の摘み取りも喜ばれていました。

冨沢せんさん（五反田） 
大正３年５月27日生

　福田具可さんは、ぐんま日本花の会会長などを務め
ているほか、花のまちづくり功労賞など数々の賞を受
賞しています。町では花を活かしたまちづくりに力を
入れていくため、このたび、花のまちづくりアドバイ
ザーとして福田具可さんを委嘱しました。

福田具可さん

来場者も足を止める受賞作品

町長賞　　　　伊能正明「金采」
議会議長賞　　水出公夫「日光の星」
教育長賞　　　関　貴之「赤薙」
文化協会長賞　関巳之春「山の光」
商工会長賞　　荒木与吉「華宝」
公民館長賞　　西澤元雄「華厳」

8なかのじょう H２6.7 No.６27



9 なかのじょう H２6.7 No.６27

親と子のよい歯のコンクール　～吾妻地区審査会～

　６月６日、歯と口の健康週間にあわせ
て、「群馬県親と子のよい歯のコンクー
ル」吾妻地区審査会が行われました。町
の代表として、五十嵐小百合さん・翔跳
（しょうと）くん親子と、田中淳子さ
ん・希丘（きおか）ちゃん親子が参加し
ました。
　五十嵐さん、田中さん親子ともに毎日
の歯みがきの時には、お子さんが自分で
歯みがきをした後、必ず家族が仕上げみ
がきをして、みがき残しがないよう確認
しているそうです。

田中淳子さん・希丘ちゃん親子五十嵐小百合さん・翔跳くん親子

第28回親善バレー
ボールリーグ戦

　4月27日に総合体育館で開催された大会の
結果をお知らせします。（敬称略）

中之条町ふれあい町民プール
７月５日（土）オープン

開 場 日

開 場 時 間
入 場 料

問い合わせ

7月5日（土）、6日（日）、12日（土）、13日（日）、
7月19日（土）～8月21日（木）、
8月23日（土）、24日（日）、30日（土）、31日（日）
10時～17時
小・中学生　100円
高校生以上　200円
幼児・見学者　無料
シーズン券　2,000円（小・中学生のみ）
○教育委員会生涯学習課　社会体育係
　　　　　　　担当　萩原治長　☎76・3111　　
○中之条町ふれあい町民プール　☎75・2120

優　勝　８×４
準優勝　Ｈｏｒｎｅｔ
第３位　森のくまちゃんズ
第４位　Ｏｈ！渡
ＭＶＰ　宮崎陸（８×４）

中之条ソフトテニス
ミックス大会

　5月25日に小原崎テニスコートで開催され
た大会の結果をお知らせします。（敬称略）

優　勝
　小杉謙一 ・ 杉本万代子　ペア
準優勝
　小山大嗣 ・ 一場文江　ペア
第３位
　小渕光夫 ・ 加辺敏子　ペア

第45回町民バスケットボール大会

　６月15日に総合体育館で開催された大会の結果をお知らせしま
す。参加は、10チーム、121人でした。（敬称略）

男子
優　勝　JNOB
準優勝　草津クラブ
第３位　池原マスターズ
　　　　もずく
ＭＶＰ　西　晃史（JNOB）

女子
優　勝　MOEKO
準優勝　上州クイーンズ
第３位　中中バスケット部女子
ＭＶＰ　山田るり子
　　　　（上州クイーンズ）
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からのお知らせ

■
国
民
健
康
保
険
の
現
状

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
生

活
習
慣
病
の
増
加
、
高
齢
化
の
進
行
、

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
定
し
た
国
民
健
康
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
図
1
の
と

お
り
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
被
保
険
者
が
保
険
税
を
出

し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で

す
。

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
今
後
の
取
り
組
み

　
疾
病
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
特
定

健
康
診
査
を
は
じ
め
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
・
心
臓
ド
ッ
ク
な
ど
へ
の
助
成

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
現
在
、
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
制
度
の
構
築
に
向
け
て
、
市
町

村
に
よ
る
運
営
か
ら
都
道
府
県
の
運

営
へ
と
広
域
化
す
る
こ
と
に
向
け
て

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
の
検
討
結
果
な
ど
に
つ
い
て

随
時
情
報
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
池
宏
之

　
役
場
税
務
課
　
諸
税
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
新
井
孝
行

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
税
が

決
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
今
年
度
か
ら
資
産
割
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に

■（図1）平成26年の改正内容

■国民健康保険税算出のモデル表

所得割

資産割

均等割

平等割

賦課限度額

所得割

資産割

均等割

平等割

賦課限度額

所得割

資産割

均等割

平等割

賦課限度額

※改正前の税額には、資産割の平均額が含まれています。

平成26年度

6.10%

廃　　止

21,000円

20,000円

51万円

2.00%

廃　　止

6,900円

6,400円

16万円

2.20%

廃　　止

8,500円

8,000円

14万円

前年比  

1.00%

△18.00%

据え置き

据え置き

据え置き

0.30%

△6.50%

据え置き

据え置き

2万円

0.10%

△4.00%

据え置き

据え置き

2万円

区　　　分

医　療　分

（0～74歳）

後期高齢者

支援金分

（0～74歳）

介　護　分

（40～64歳）

加入者2名
（65歳以上の夫婦2人の世帯）   

平成25年分の収入
夫：年金130万円　 

妻：年金 70万円

【改正前】
・7割軽減

【改正後】
・7割軽減

※36,300円
（資産割11,700円）

24,600円

例
　
1

加入者2名
（60歳～64歳の夫婦2人の世帯）   

平成25年分の収入
夫：年金130万円　 

妻：年金 70万円

【改正前】
・2割軽減

【改正後】
・5割軽減

※123,200円
（資産割13,600円）

81,300円

例
　
2

加入者4名
（夫35歳、妻30歳、子ども4歳と2歳の世帯）

平成25年分の収入
夫：250万円　 

妻、子どもは収入無し

【改正前】
・2割軽減

【改正後】
・2割軽減

※206,300円
（資産割11,700円）

210,800円

例
　
3

加入者3名
（夫50歳、妻48歳、子ども21歳の世帯）   

平成25年分の収入
夫：300万円　 

妻、子どもは収入無し

【改正前】
・軽減なし

【改正後】
・軽減なし

※290,000円
（資産割13,600円）

298,700円

例
　
4



からのお知らせ

　
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
場
合
や

病
院
に
入
院
し
た
場
合
、
医
療
費
や
食

事
代
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
費
用
を
減
額
す
る
に
は
、
申
請
に
よ

っ
て
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

①
70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者

②
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
で
、

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

で
、
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

軽
減
内
容

　
世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応
じ

て
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
額
が
限
度
額

ま
で
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
は
、
入
院
時
の
食
事
代
と
、
療
養
病

床
入
院
時
の
食
費
と
居
住
費
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

※
限
度
額
や
軽
減
額
の
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
保
険
年
金
係
ま
た

は
六
合
振
興
課
住
民
福
祉
係
へ
申
請
し

て
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療

機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
減
額
認
定
証
（
更
新
の
場
合
）

そ
の
他

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
は
、
7
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
保
の
方
で
引
続
き
減
額
制
度

を
希
望
す
る
方
は
改
め
て
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療

の
方
で
現
在
交
付
を
受
け
て
お
り
引

続
き
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険
証
と
同

封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
秀
隆

　
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

高
額
な
外
来
診
療
や
入
院
時
の
負
担
を

減
額
す
る
「
認
定
証
」
の
申
請
を

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
人
へ

　
8
月
1
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
、
緑
色
の
封
筒
に
入
れ

て
7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
世
帯
に

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
人
が
2

人
以
上
い
る
場
合
は
、
一
つ
の
封
筒
に

複
数
人
分
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
で
の
保
険
証
は
8
月
以

降
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
に

返
還
す
る
か
、自
分
で
処
分
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
森
田
久
美

　
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
豊
田
ひ
と
み

後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証
の
更
新

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

■国民健康保険税の軽減制度を拡充します（7割軽減の対象となる世帯は、これまでどおりです。）

※1　国民健康保険制度から後期高齢者医療制度へ移行された方で、後期高齢者医療制度の被保険者となった後も継続して
　　　同一の世帯に属する方。

2割軽減
基準額の
計算方法

平成25年度

平成26年度

基礎控除額
（33万円）
基礎控除額
（33万円）

＋　35万円　×　被保険者数　＋　特定同一世帯所属者数　※1
      
＋　45万円　×　被保険者数　＋　特定同一世帯所属者数　※1

＋　24.5万円　×　
世帯主を除く

　＋　
世帯主を除く　

　　　　　　　　　被保険者数　　　　特定同一世帯所属者数　※1　

＋　24.5万円　×　被保険者数　＋　特定同一世帯所属者数　※1
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5割軽減
基準額の
計算方法

平成25年度

平成26年度

基礎控除額
（33万円）
基礎控除額
（33万円）
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からのお知らせ

　
介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
時
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ

た
費
用
の
ほ
か
、
「
食
費
」
や
「
居
住

費
」
、
「
日
用
品
費
」
な
ど
の
負
担
が

生
じ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
「
食
費
」
と
「
居
住
費
」

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
世
帯
全
員
の

住
民
税
が
非
課
税
の
場
合
、
申
請
に
よ

っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

　
人
ホ
ー
ム
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

申
請
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
ま
た
は
六
合
支
所

に
、
介
護
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　
該
当
す
る
場
合
は
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
利

用
施
設
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
利
用
者
の
更
新
手
続
き

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
は
6
月
末
が

有
効
期
限
で
す
。
7
月
以
降
も
継
続
利

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
7
月
31
日

（
木
）
ま
で
に
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
本
多
美
穂

　
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た
時
の

食
費
・
居
住
費
を
減
額
し
ま
す

世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
の
場
合
に
該
当

夏
休
み
中
の
幼
稚
園

を
開
放
し
ま
す

未
就
園
児
も
利
用
で
き
ま
す

■夏休み中の幼稚園の開放内容
図書貸し出し・図書コーナー開放

《日時》
7/24(木)・7/31(木)・8/5(火)

8:30～9:30

《日時》
7/23（水）～8/7（木）
（土・日曜日を除く）
※8/8（金）は返却のみ

9:30～10:30

園開放

中之条
幼稚園

沢田
幼稚園

問い合わせ　◎中之条幼稚園　☎75・2428
　　　　　　◎沢田幼稚園　　☎75・2007

※保護者同伴でお出かけください。

《日時》
7/24（木)・8/22(金）

9:30～11:30

《日時》
7/24（木）・8/22（金）

9:30～11:30

《内容》
パネルシアター・絵本の
読み聞かせ・幼児教育相
談・オカリナ演奏会等　

《内容》
読み聞かせ・紙芝居・幼
児教育相談等　　　　　

「介護保険負担限度額認定証」

国民年金保険料免除の申請は毎年必要です
　国民年金保険料を納めることが困難な場合には、所得審査などを受けることで、保険料が免除
される制度や納付が猶予される制度があります。保険料の免除、納付猶予の承認期間は、毎年6
月で切れてしまいます。引き続き希望する場合は、忘れずに申請の手続きをして下さい。
※一部、継続申請の該当になっている方を除きます。
問い合わせ
　役場住民福祉課　保険年金係　☎75・8819（直通）　担当　森田久美

見　本



からのお知らせ

　
「
福
祉
医
療
費
制
度
」
は
、
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
ど
も
や
、
重
度
心
身
障

害
者
・
障
害
児
、
母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
の
親
と
子
に
対
し
、
保
険
対
象
と
な

る
医
療
費
の
う
ち
、
本
来
な
ら
自
己
負

担
と
な
る
額
を
、
町
と
県
と
で
支
払
う

制
度
で
す
。

　
受
給
対
象
者
は
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
で
す
。
該
当
し
て
い
る
の
に
「
受

給
資
格
者
証
」
（
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ド
）

が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
役
場
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
】

　
生
ま
れ
て
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る

年
の
3
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

※
通
常
は
、
出
生
届
ま
た
は
転
入
届　

提
出
時
に
「
受
給
資
格
者
証
」
（
ピ

ン
ク
の
カ
ー
ド
）
を
交
付
し
ま
す
。

【
重
度
心
身
障
害
者
・
障
害
児
】

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
を
持
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
障
害
基
礎
年
金
の
1
級
を
受
け
て
い

る
人　

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
、
2
級
を

持
っ
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
を
受
け
て
い
る

人
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
1
級
を
受
け

て
い
る
人

【
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
】

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
と
子
ど
も
、

お
よ
び
両
親
の
い
な
い
子
ど
も

※
子
ど
も
の
年
齢
18
歳
ま
で
が
該
当
で

す
（
今
年
度
中
に
18
歳
に
な
る
場
合

は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
該
当
）
。

※
母
子
・
父
子
家
庭
は
、
親
と
子
ど
も

の
所
得
税
額
が
3
万
円
の
限
度
額
を

超
え
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

【
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
】

　
役
場
住
民
福
祉
課　
少
子
化
・
子
育

て
対
策
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
山
田
行
徳

　
六
合
振
興
課　
住
民
福
祉
係

　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
や
す
子

【
重
度
心
身
障
害
者
・
障
害
児
】

【
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
】

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
篠
原
義
和

　
六
合
振
興
課　
住
民
福
祉
係

　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
や
す
子

福
祉
医
療
費
制
度
を

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
町
と
県
が
支
払
い
ま
す

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

と
思
わ
れ
る
人
へ
7
月
下
旬
に
申
請
書

を
発
送
し
ま
す
。

◎
臨
時
福
祉
給
付
金

　
対
象
＝
町
県
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
の
人
（
課
税
者
の
被
扶
養
者
や
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

　
支
給
額
＝
1
万
円
（
加
算
対
象
者
は

1
万
5
、
0
0
0
円
）

◎
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
対
象
＝
こ
と
し
1
月
分
の
児
童
手
当・

特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
て
昨
年
の
所

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
未
満
の
人

　
支
給
額
＝
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
1

万
円

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課

◎
臨
時
福
祉
給
付
金

　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
町
田
岳
彦

◎
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
少
子
化
・
子
育
て
対
策
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
山
田
行
徳

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

7
月
下
旬
に
通
知
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「福祉医療受給証」

見　本
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からのお知らせ

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
、
7
月
を
強
化
月
間
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
で
64
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
と
も
に
、

罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
、
す
べ
て
の

人
が
理
解
を
も
っ
て
協
力
し
て
く
れ
る

よ
う
啓
発
す
る
も
の
で
す
。
罪
を
犯
し

た
人
の
立
ち
直
り
に
は
、
地
域
の
理
解

と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
中
之
条
町
推
進
委
員
会
」
で

は
、
今
年
の
運
動
の
重
点
事
項
を
次
の

2
点
と
し
ま
し
た
。

①
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て

の
協
力
の
拡
大

②
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り

に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

　
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
を
中

心
に
、
区
長
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
パ
レ
ー
ド
開
催
を
は
じ
め
と

し
た
広
報
活
動
や
募
金
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
9

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、

「
折
り
紙
コ
マ
」「
し
お
り
人
形
」「
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」を
配
布

　
幼
稚
園
児
に
「
折
り
紙
コ
マ
」
、
小

学
生
に
「
し
お
り
人
形
」
、
中
学
生
に

「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
配
布
し
ま

す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を

実
施
し
ま
す

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に

よ
る
農
作
物
や
家
屋
侵
入
の
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
捕
獲
隊
に
よ
る
被
害
軽
減
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
自
ら
鳥
獣
被

害
の
防
止
・
軽
減
の
た
め
に
、
わ
な
免

許
を
取
得
し
防
衛
す
る
こ
と
で
、
駆
除

の
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
で
は
狩
猟
免
許
取
得

費
用
の
一
部
（
手
数
料
相
当
分
）
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真
代
・
医
師

に
よ
る
診
断
書
料
は
個
人
負
担
）
。
積

極
的
に
免
許
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
験
希
望
者
は
、
役
場
農
林
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
わ
な
猟
の
試
験
日
程
】

対
　
象
　
20
歳
以
上
の
人

日
程
①
　
7
月
24
日
（
木
）

会
　
場
　
高
崎
合
同
庁
舎

申
込
期
限
　
7
月
14
日
（
月
）

日
程
②
　
平
成
26
年
9
月
8
日
（
月
）

日
程
③
　
平
成
26
年
9
月
30
日
（
火
）

日
程
④
　
平
成
27
年
1
月
26
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
役
場
農
林
課
　
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
髙
橋
将
史

狩
猟
（
わ
な
猟
）
免
許
試
験

（
免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助
）

試
験
は
今
年
度
4
回
実
施
さ
れ
ま
す

「『仲よくね！』一人のいじめもださないで」の標語が
書かれたしおり人形と折り紙コマは会員の手作り

オリを使う場合も免許が必要です 捕獲用のわな　動物の足を捕らえるために
　　　　　　　地中に埋めて使用します



からのお知らせ

町立博物館「ミュゼ」の歴史的資料収集への協力を

「富岡製糸場と絹産業遺産群」が
世界文化遺産に登録されました

古文書、書籍、写真などの収集

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」企画展

期間　平成26年7月19日（土）～平成26年8月31日（日）
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横浜風景一覧（横浜開港資料館所蔵）

「横浜開港と上州生糸貿易商人
－中居屋重兵衛・加部安左衛門を中心として－」

　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」では、「富岡
製糸場と絹産業遺産群」が世界文化遺産に登録
されたことを記念し、企画展「横浜開港と上州
生糸貿易商人－中居屋重兵衛・加部安左衛門を
中心として－」を開催します。
　中居屋重兵衛など横浜開港により開始された
諸外国との貿易で活躍した上州出身の生糸貿易
商人にスポットを当て、「絹の国上州」の黎明
期の姿を古文書や錦絵などの関連資料をもとに紹介します。
　また、国の文化財である冨沢家住宅や東谷風穴蚕種貯蔵所跡、六合赤岩重要伝統的建物群
保存地区といった町内の絹遺産の概要や、明治期以降の中之条町における絹産業についても
紹介します。
問い合わせ　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　☎75・1922

　町の博物館「ミュゼ」では、現在約５万点にも
及ぶ資料（古文書、書籍、書や絵画などの掛軸、
工芸品、写真、民具など）を収蔵しています。し
かし、住宅の新改築などの際、歴史的に貴重な資
料が失われてしまうことが少なくないことから、
さらに資料収集に力を入れていきます。
　ご自宅に保管されている資料等の整理を考えて
いる場合は、博物館への寄贈を検討ください。

　郷土の歴史を語るうえで、欠かせない重要とな
る資料を後世に伝えるため、ぜひご協力をお願い
します。
寄贈の方法
　博物館へ持参、もしくは下記へ連絡ください。
問い合わせ
　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
　☎75・1922(直通)　担当　須﨑幸夫

　6月21日、ユネスコの世界遺産委員会で、「富岡製糸
場と絹産業遺産群」の世界文化遺産登録が決定しまし
た。町でも町長や議員をはじめとする関係者が「ミュ
ゼ」に集まり、審議の様子を見守り、登録決定の瞬間を
祝いました。



対
象
工
事

　
広
報
な
か
の
じ
ょ
う
5
月
号

で
、
「
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降

に
着
工
す
る
工
事
」
と
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、

平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
に
電
力

会
社
に
売
電
を
開
始
し
た
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

　
電
力
受
給
開
始
後
、
速
や
か
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
へ
相
談
の
う

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
着
工
前
申
請
か
ら
着
工
後
申
請

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
限

　
平
成
27
年
3
月
31
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

　
役
場
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課

　
☎
7
5
・
8
8
4
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
真
邦

　
こ
の
制
度
は
、
町
が
発
注
す
る

30
万
円
未
満
の
工
事
等
の
う
ち
内

容
が
軽
易
な
工
事
や
修
繕
の
仕
事

を
町
内
業
者
に
積
極
的
に
発
注
す

る
た
め
に
希
望
者
を
登
録
し
、
町

の
経
済
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法

　
役
場
総
務
課
に
用
意
し
て
あ
る

申
請
用
紙
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
添
付
書
類
を
添

え
て
申
請
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

①
町
税
納
税
証
明
書

②
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の

み
）

③
代
表
者
印
鑑
証
明
書
（
法
人
の

み
）

④
身
分
証
明
書
（
個
人
の
み
）

⑤
資
格
、
免
許
等
の
証
明
等

登
録
有
効
期
間

　
平
成
28
年
3
月
31
日

※
次
の
人
は
登
録
で
き
ま
せ
ん

①
町
内
に
事
業
所
又
は
住
所
を
置

い
て
い
な
い
人
。

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
。

③
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
し
て
い
る
人
。

④
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
、
免
許
等
を

有
し
て
い
な
い
人
。

⑤
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

並
び
に
破
産
者
で
復
権
を
得
な

い
人
。

※
な
お
、
こ
の
登
録
に
よ
り
町
が

発
注
す
る
小
規
模
工
事
等
の
契

約
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
主
な
例
】

　
土
木
工
事
、
建
築
工
事
、
大
工

工
事
、
左
官
工
事
、
建
具
工
事
、

板
金
工
事
、
管
工
事
、
備
品
類
の

修
繕
な
ど
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
事
業
管
理
室

　
☎
7
5
・
8
8
4
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
隆
一

採
用
試
験

　
町
で
は
、
平
成
27
年
4
月
に
採

用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務
、
土
木
技
師
　
若
干

　
名

受
験
資
格

　
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
等
を
卒
業
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
平
成
27
年
3
月
に
卒
業
見
込

み
の
人
。

試
験
日
・
内
容

▽
一
次
試
験
　
9
月
21
日
（
日
）

　
職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
教

養
・
知
識
・
知
能
に
つ
い
て
の

択
一
式
試
験

▽
二
次
試
験
　
10
月
下
旬
〜

　
　
　
　
　
　
11
月
上
旬

　
面
接
試
験
・
作
文
試
験

　
（
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

会
　
場

▽
一
次
試
験
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化

　
ホ
ー
ル（
町
文
化
会
館
）会
議
室

▽
二
次
試
験
　
中
之
条
町
役
場

申
込
方
法

　
「
申
込
用
紙
」
は
、
役
場
総
務

課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
7
月
1
日
（
火
）

か
ら
8
月
8
日
（
金
）
ま
で
の
、

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

き
ま
す
）
。

　
郵
便
で
の
申
し
込
み
は
、
簡
易

書
留
で
8
月
8
日
（
金
）
の
消
印

ま
で
有
効
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之
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住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

対
象
工
事
が
拡
大

Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

平
成
26
・
27
年
度
小
規
模

工
事
契
約
希
望
者
募
集

行
　
政

職
員
募
集

中
之
条
町
職
員

採
用
試
験

笑顔で窓口応対をする新入職員



Information

　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
で
は
、
平
成
27
年
度
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
・
人
員

消
防
職
　
　
　
　
　
　
　
　
5
名

（
う
ち
救
急
救
命
士
　
若
干
名
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
介
護
職
　
3
名

受
験
資
格

【
消
防
職
】

　
次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
④
⑤
の
両
方
に
該
当

す
る
こ
と
。

①
高
等
学
校
を
平
成
20
年
3
月
以

降
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

27
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
。

②
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
、

ま
た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に

合
格
見
込
み
の
人
。

③
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者
、
ま
た
は
平
成
27
年
3

月
ま
で
に
合
格
見
込
み
の
人
。

④
採
用
後
、
吾
妻
郡
内
に
居
住
で

き
る
こ
と
。

⑤
平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

【
介
護
職
】

　
次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
④
⑤
の
両
方
に
該
当

す
る
こ
と
。

①
高
等
学
校
を
平
成
15
年
3
月
以

降
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成

27
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
。

②
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
、

ま
た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に

合
格
見
込
み
の
人
。

③
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

合
格
者
、
ま
た
は
平
成
27
年
3

月
ま
で
に
合
格
見
込
み
の
人
。

④
介
護
福
祉
士
ま
た
は
来
春
ま
で

に
取
得
予
定
の
人
。

⑤
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
。

試
験
日

▽
1
次
試
験
　
9
月
21
日
（
日
）

試
験
内
容
　
教
養
試
験
（
職
員
と

し
て
必
要
な
一
般
的
教
養
･
知
識

･
知
能
に
つ
い
て
の
択
一
式
試

験
）

会
　
場
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
町
文
化
会
館
）

※
2
次
試
験
、
3
次
試
験
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
7
月
1
日
（
火
）
〜

8
月
1
日
（
金
）

申
込
方
法
　

　
受
験
申
込
書
を
、
簡
易
書
留
か

特
定
記
録
郵
便
、
あ
る
い
は
直
接

持
参
し
て
左
記
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
は
、
吾
妻
広
域
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
消
防
各

署
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
吾
妻

広
域
圏
事
務
局
に
も
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

吾
妻
広
域
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.aga-kouiki.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局
（
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ

ー
ル
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
4
7
0
0

　
中
之
条
大
学
で
は
、
地
元
の
作

家
を
講
師
に
迎
え
て
、
親
子
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
27
日
（
日
）

①
午
前
の
部
　
9
時
〜
12
時

②
午
後
の
部
　
13
時
〜
16
時

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

対
　
象
　
幼
児
・
児
童
と
そ
の
親

内
　
容

①
齋
木
三
男
さ
ん
に
よ
る
「
石
を

彫
っ
て
勾
玉
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
ろ
う
」

②
水
野
暁
さ
ん
に
よ
る
「
お
互
い

を
描
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う

（
水
彩
画
）
」

費
　
用
　
親
子
1
組
各
5
0
0
円

定
　
員
　
各
先
着
10
組

申
込
方
法
　
7
月
2
日
（
水
）
10

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
中
之
条
町
推
進

委
員
会
と
の
共
催
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
勇
也

　
子
ど
も
の
健
診
会
場
や
予
防
接

種
会
場
な
ど
で
、
マ
マ
の
お
手
伝

い
や
見
守
り
を
し
て
も
ら
う
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
2
日
間
の
講
座
に
参
加
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
・
定
員

子
育
て
経
験
者
　
15
名

実
施
日
時

①
7
月
18
日
（
金
）

　
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

②
8
月
18
日
（
月
）

　
13
時
15
分
〜
15
時
40
分

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
7
月
8
日
（
火
）
ま
で
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
寛
子
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吾
妻
広
域
町
村
圏

振
興
整
備
組
合

職
員
募
集

中
之
条
大
学

親
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

募
　
集
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中
之
条
大
学
公
開
講
座

『
群
馬
の
逆
襲
』
著
者

木
部
克
彦
講
演
会

日
　
時　
8
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
45
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
9
時
30
分
〜
）

会
　
場　
中
之
条
町
保
健
セ
ン
タ

ー　
2
階
栄
養
実
習
室

内
　
容　
食
育
ミ
ニ
講
話
・
調
理

実
習
（
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ヘ
ル
シ
ー

ロ
コ
モ
コ
な
ど
）

講
　
師　
中
之
条
町
食
生
活
改
善

推
進
員
・
町
栄
養
士

費
　
用　
無
料

対
象
者　
年
長
児
〜
小
学
生
の
子

ど
も
と
保
護
者

定
　
員　
子
ど
も
と
保
護
者
12
組

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ

ナ
・
子
ど
も
の
み
上
履
き

申
込
方
法　
7
月
7
日
（
月
）
9

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す

（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
環
境
課　

健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当　
齋
藤
視
永
子

日
　
時　
7
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
〜
14
時

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　
奥
四
万
湖

　
　
　
　
（
堰
堤
手
前
駐
車
場
）

内
　
容　
奥
四
万
湖
一
周
散
策
ま

た
は
カ
ヌ
ー
体
験
及
び
ダ
ム
見
学

募
集
人
員　
先
着
50
名
（
カ
ヌ
ー

体
験
は
定
員
10
名
）

参
加
費　
無
料
（
カ
ヌ
ー
体
験
は

一
人
2
、
0
0
0
円
）

申
込
方
法　
四
万
温
泉
協
会
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
☎
6
4
・
2
3
2
1

申
込
締
切　
7
月
18
日
（
金
）

主
　
催　
中
之
条
土
木
事
務
所
・

（
社
）
四
万
温
泉
協
会
・
中
之
条

町
役
場

そ
の
他　
　

・
昼
食
は
各
自
持
参
。

・
参
加
者
全
員
に
ま
ん
じ
ゅ
う
と

飲
み
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
建
設
課　
管
理
係

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
7

　
　
　
　
　
　
担
当　
本
多
宏
幸

　
中
之
条
山
の
会
の
会
員
が
案
内

す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
今
年

は
、
白
馬
・
五
竜
の
展
望
台
と
も

言
わ
れ
る
小
遠
見
尾
根
（
2
0
0

7
ｍ
）
で
す
。

日
　
時　
7
月
27
日
（
日
）
5
時 
　
　
　
　

 

中
之
条
町
役
場
出
発

場
　
所　
長
野
県　
小
遠
見
尾
根

参
加
費　
6
、
5
0
0
円

　
　
　
　
（
バ
ス
代
、
諸
費
用
）

募
集
人
員　
40
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
7
月
9
日
（
水
）
朝

7
時
か
ら
、
左
記
事
務
局
で
受
け

付
け
ま
す
（
電
話
で
の
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
の
会
事
務
局　
長
谷
川
商
店

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
7
4
1

日
　
時

種
ま
き　
8
月
7
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
1
時
間
）

鉢
上
げ　
9
月
4
日
（
木
）

　
　
　
　
11
時
〜
（
1
時
間
）

会
　
場　
県
立
中
之
条
高
等
学
校

内
　
容　
吾
妻
地
域
の
美
し
い
街

づ
く
り
と
環
境
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
中
之
条
高
等
学
校
の
生
徒

に
よ
る
、
種
ま
き
と
鉢
上
げ
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
育
苗
し
た

苗
は
参
加
者
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
植
栽
し
て
も
ら
い
ま

す
。

対
　
象　
郡
内
に
居
住
す
る
人

定
　
員　
30
人

費
　
用　
無
料

申
込
方
法　
中
之
条
土
木
事
務
所

企
画
調
査
係
及
び
役
場
農
林
課
に

用
意
し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
7
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
土
木
事
務
所
企
画
調
査

係
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
0
4
7

　
中
之
条
大
学
で
は
、
笑
う
地
域

活
性
化
本
『
群
馬
の
逆
襲
』
シ
リ

ー
ズ
の
著
者
、
木
部
克
彦
さ
ん
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
都
道
府
県
の
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド

力
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
下
位
常
連

県
の
群
馬
県
。
そ
こ
か
ら
逆
襲
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
中

之
条
町
の
魅
力
あ
る
財
産
の
数
々

で
す
。
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
輝
か

せ
る
た
め
の
秘
訣
に
迫
り
ま
す
。

日
　
時　
8
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
開
場　
13
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
14
時

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

テ
ー
マ　
群
馬
の
逆
襲
と
中
之
条

の
逆
襲
〜
「
ふ
る
さ
と
愛
」
と

「
プ
ラ
イ
ド
」
こ
そ
〜

定
　
員　
1
0
0
名
（
全
席
自

由
）

入
場
料　
無
料

催
　
し

お
や
こ
食
育
教
室

中
之
条
山
の
会
に
よ
る

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

花
の
ゆ
り
か
ご

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

奥
四
万
湖
散
策

ダ
ム
見
学
会

昨年の町民ハイキング「会津磐梯山」



Information

～わが町の文化財～

栃窪分校と「学び舎の地」の碑
ふるさと
再発見
〈222〉

申
込
方
法
　
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。
7
月
15
日
（
火
）
か
ら
、

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
窓
口
と
六
合
支
所

で
配
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
担
当
　
小
野
里
綾
子

　
毎
年
恒
例
の
図
書
館
開
放
を
行

い
ま
す
。農
業・園
芸・工
学
関
係
の

書
籍
が
特
に
充
実
。
絶
版
に
な
っ

た
貴
重
な
本
も
多
数
あ
り
ま
す
。

開
放
日
　
7
月
22
日
（
火
）
〜
25

日
（
金
）
、
28
日
（
月
）
〜
8
月

1
日
（
金
）

時
　
間
　
9
時
〜
12
時
、
13
時
〜

15
時

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
　
図
書
、

雑
誌
、
新
聞
の
閲
覧
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
図
書
の
貸
し
出
し

利
用
方
法
　
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
が
、
正
門
か
ら
入
り
校
内

事
務
室
で
必
ず
受
付
を
し
て
か
ら

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
貸
し
出
し
に
は
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
県
立
中
之
条
高
等
学
校

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
4
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
司
書
　
丸
山

　
暑
い
町
内
対
抗
野
球
の
季
節
で

す
。
親
睦
や
交
流
は
も
と
よ
り
、

地
域
お
こ
し
の
一
つ
と
し
て
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

期
　
日
　
7
月
20
日
・
27
日

　
　
　
　
8
月
3
日（
各
日
曜
日
）

会
　
場
　
中
之
条
球
場
ほ
か

申
込
方
法
　
監
督
会
議
で
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

監
督
会
議
　
7
月
7
日
（
月
）
の

18
時
30
分
か
ら
、
役
場
大
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
野
球
部
事
務
局
（
役
場

総
務
課
）

　
☎
7
5
・
8
8
4
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
原
隆
一

　
今
年
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
史
上
最
高
の
1
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
6
億
円
で
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
　
7
月
4
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
25
日
（
金
）

抽
選
日
　
　
8
月
5
日
（
火
）
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第
69
回
町
内
対
抗
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

7
月
4
日
同
時
発
売

ゆ
か
り

　
左
の
写
真
は
旧
栃
窪
分
校
前
の
「
学
び
舎
の

地
」
の
碑
で
、
右
の
写
真
は
除
幕
式
後
の
記
念
写

真
で
す
。

　
栃
窪
は
町
の
東
部
に
位
置
し
、
周
囲
を
山
に
囲

ま
れ
た
土
地
で
、
集
落
は
日
当
た
り
の
良
い
南
か

ら
西
向
き
の
標
高
7
0
0
メ
ー
ト
ル
程
の
緩
斜
面

に
点
在
し
ま
す
。
こ
こ
は
農
耕
に
は
不
向
き
な
土

地
で
す
が
、
国
指
定
史
跡
荒
船
・
東
谷
風
穴
蚕
種

貯
蔵
所
跡
に
近
く
蚕
種
製
造
や
養
蚕
が
盛
ん
で
、

冬
は
炭
焼
き
等
の
山
仕
事
で
収
入
を
得
て
、
自
立

し
た
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度

成
長
後
の
産
業
構
造
の
変
化
で
、
他
の
農
山
村
同

様
に
、
若
い
人
は
仕
事
を
求
め
て
土
地
を
離
れ
ま

し
た
。
昭
和
20
年
頃
は
2
5
0
名
程
い
た
住
民
も
、

今
は
当
時
の
一
割
未
満
の
数
に
減
少
し
、
人
口
は

町
内
25
大
字
で
一
番
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
以
来
、
地
域
の
児
童
が
学
ん
だ
栃
窪
分
校

も
昭
和
50
年
に
は
廃
校
に
な
り
、
時
間
の
経
過
と

共
に
遠
い
日
の
記
憶
の
世
界
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
現
状
の
ま
ま
で
は
先
人
以
来
の
歴
史
が

消
え
て
し
ま
う
と
憂
う
集
落
最
高
齢
の
小
池
敬
さ

ん
は
、
母
校
跡
に
記
念
碑
を
建
て
る
世
話
人
に
な

り
、
栃
窪
分
校
に
学
ん
だ
人
や
縁
の
方
に
も
働
き

か
け
、
87
名
の
方
か
ら
の
浄
財
で
碑
を
建
て
ま
し

た
。

　
今
春
4
月
20
日
に
は
、
母
校
校
庭
に
60
名
程
が

集
い
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
額
に
「
学
び
舎
の

地
」
と
刻
み
、
本
体
は
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
82
セ
ン

チ
、
土
台
を
含
む
総
高
は
3
メ
ー
ト
ル
近
い
立
派

な
碑
で
す
。

　
碑
文
の
一
部
を
記
し
、
分
校
の
歩
み
を
紹
介
し

ま
す
。
碑
文
は
横
書
き
で
、
額
銘
の
次
に
、
「
こ

こ
は
栃
窪
、
児
童
の
学
び
舎
が
置
か
れ
た
場
所
で

す
」
と
始
ま
り
ま
す
。
明
治
5
年
の
学
制
公
布
で

日
本
の
学
校
制
度
が
定
ま
り
、
栃
窪
の
児
童
も

「
翌
6
年
11
月
か
ら
伊
参
の
岩
本
学
校
に
通
っ
た
。

学
校
は
遠
く
、
授
業
料
も
必
要
な
た
め
、
就
学
率

は
低
く
国
民
皆
学
の
理
念
に
は
遠
か
っ
た
」
と
あ

る
よ
う
に
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
続
い
て

「
同
12
年
に
中
村
の
小
池
武
平
宅
（
栃
窪
5
2
4

番
地
）
に
大
坂
学
校
栃
窪
分
校
が
置
か
れ
、
学
ぶ

場
所
が
で
き
た
。
同
23
年
こ
の
地
に
待
望
の
学
校

が
建
て
ら
れ
た
」
と
あ
り
、
地
元
に
念
願
の
学
校

が
で
き
ま
し
た
。
以
後
、
校
名
等
の
変
遷
は
あ
り

ま
し
た
が
、
廃
校
ま
で
こ
の
地
に
学
校
が
置
か
れ

ま
し
た
。

　
終
戦
後
、
「
戦
後
24
年
に
名
久
田
小
学
校
栃
窪

分
校
と
な
っ
た
。
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
校

舎
は
大
破
し
、
児
童
は
十
王
堂
の
仮
校
舎
で
学
ん

だ
。
地
域
住
民
の
結
束
と
応
分
の
負
担
で
同
年
中

に
は
集
会
所
を
併
設
し
、
新
校
舎
を
再
建
し
た
。

栃
窪
の
児
童
は
こ
こ
で
4
年
又
は
3
年
間
学
び
、

そ
の
後
は
本
校
に
通
い
小
学
校
の
課
程
を
終
え
て

い
る
。
時
代
の
流
れ
で
過
疎
化
は
進
み
、
児
童
数

も
激
減
し
た
。
町
立
第
五
小
学
校
栃
窪
分
校
も
同

50
年
に
は
閉
校
と
な
り
、
万
感
胸
に
迫
る
中
、
85

年
間
に
及
ぶ
学
校
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
っ
た
」
と
あ
り
、
最
後
に
「
学
び
舎
の
地
か
ら

元
気
な
声
は
消
え
た
。
こ
こ
を
故
郷
に
す
る
者
の

心
の
拠
り
所
で
あ
る
こ
と
は
永
遠
に
変
わ
り
な
い
。

こ
の
地
に
育
っ
た
子
弟
の
学
び
舎
が
あ
っ
た
証
を

後
世
に
伝
え
た
い
と
願
い
、
こ
の
碑
を
建
立
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　
校
舎
は
現
存
し
、
地
域
の
集
会
所
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
昔
風
の
建
物
は
「
風
の
又
三
郎
」
や

「
月
と
キ
ャ
ベ
ツ
」
等
の
ロ
ケ
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
財
専
門
委
員
　
田
村
正
勝

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

中
之
条
高
校

図
書
館
一
般
開
放



20なかのじょう H２6.7 No.６27

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
5
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，548
8，544
9，004
6，900

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２6年6月１日現在

窓口窓口

ー322

ー128

ー194

ー33

ー21.

ー14.

ー7.

49.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
5
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

　保護者がパートなどで週1～3日程度断続的に働いている場合や、傷病、出産、看護・介護などで、家庭
での保育が困難になった場合、育児負担の軽減等のためにお子さんをお預かりする事業です。
《利用条件》　月14日以内
《実施施設》
○伊勢町保育所
　・対 象 児　6か月児以降から小学校入学前の児童
　・保育時間　8時30分～16時30分
　・保 育 料
　　3歳未満児　半日：700円　一日：1，500円
　　3歳以上児　半日：300円　一日：　650円
《申込み》　事前に登録が必要です。ご利用前に、対象児童をつれて希望施設に申込みしてください。
　問い合わせ　　伊勢町保育所　☎75・3929　　六合こども園　☎80・7221

一 時 預 か り 事 業一 時 預 か り 事 業一 時 預 か り 事 業一 時 預 か り 事 業

○六合こども園
　・対 象 児　1歳3か月児以降から小学校
　　　　　　　入学前の児童
　・保育時間　7時45分～17時30分
　・保 育 料　在 園 児：180円
　　　　　　　それ以外：560円

Nk327
テキストボックス

Nk327
テキストボックス
お誕生欄は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
テキストボックス
おくやみ欄は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
テキストボックス
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Information

月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇社会福祉協議会へ
　・金　　82,000円
　・金1,000,000円

吾妻郡町村議会議長会様
　　匿名希望

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

7
（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

8月3日(日)　教習所休所日
8月4日(月)　文化会館休館日・図書館休館日
※各種相談日の日程は、23ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

休

町民ソフトテニス大会（町民運動場テニスコート）
第69回町内対抗野球大会（中之条球場ほか）

海の日

予防接種（小児肺炎球菌）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（四種混合）（受付：13時～13時30分）
胃がん検診、大腸がん検診（受付：7時～9時、活性化センター）

1歳6か月児健診（受付：13時～13時30分、
中之条町保健センター）
胃がん検診、大腸がん検診（受付：7時～9時、六合保健センター）

4か月児健診（受付：13時～13時20分、中之条町保健センター）
6か月児相談・BCG接種
（受付：13時30分～13時45分、中之条町保健センター）

胃がん検診、大腸がん検診
（受付：7時～9時、中之条町保健センター）
子宮がん検診（受付：13時15分～13時45分、中之条町保健センター）

2歳児歯科健診（受付：13時15分～13時30分、中之条町保健センター）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時30分～13時45分、
中之条町保健センター）

中之条大学親子のワークショップ（9時～、13時～、ツインプラザ）
第69回町内対抗野球大会（中之条球場ほか）
中之条山の会　町民ハイキング（長野県小遠見尾根）
奥四万湖散策・ダム見学会（9時30分～）

子宮がん検診、乳腺・甲状腺がん検診
（受付：13時15分～13時45分、六合保健センター）
公共料金納期限

第2回まち5写真展
（～31日、道の駅六合「六合の郷しらすな」）

住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、ツインプラザ）

住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、ツインプラザ）

住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、
中之条町保健センター）
住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分・
17時～19時、中之条町保健センター）
住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分・
17時～19時、中之条町保健センター）
住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、
中之条町保健センター）

9～10か月児健診
（受付：13時～13時30分、中之条町保健センター）

温泉郷クラフトシアター2014（～27日、四万温泉地区）

住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、ツインプラザ）

住民健診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診
（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、中之条町保健センター）
胃がん検診、大腸がん検診（受付：7時～9時、中之条町保健センター）
子宮がん検診、乳腺・甲状腺がん検診
（受付：13時15分～13時45分、中之条町保健センター）

サマージャンボ宝くじ発売（～7月25日）
予防接種（ヒブ）（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（四種混合）（受付：14時～14時30分）

中之条町ふれあい町民プールオープン
（～8月31日※期間中の開場日は9ページ参照）

中之条大学第10回寄席ついんぷら座
（14時～、ツインプラザ）

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

休

休 休 休

休 休 休

休 休 休

休

休

休

休

休 休 休
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口の中のがんの原因と予防

健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

7月の当番医

6日㈰
（５９）３０１０
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

東吾妻町診療所
布施医院

21日㈷

（６８）２１０３
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

加地医院
長野原診療所

（８３）７１１１西吾妻福祉病院

（６８）２７１１日赤 （６８）２７１１日赤（７５）３０５５吾妻さくら
13日㈰

（６４）２１３６
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

四万診療所
嬬恋村診療所 20日㈰

（７５）３３５０
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

田島病院
草津こまくさ病院

（７５）３０５５吾妻さくら
27日㈰

（７６）３４３５
（９７）３８００

内科

外科
夜間

しまだ医院
桜井クリニック

7月　六合診療所　外来診療医師

　

口
腔
が
ん
（
口
の
中
の
が
ん
）

は
慢
性
刺
激
が
原
因
と
な
る
事
が

最
も
多
く
、
こ
れ
は
日
々
の
生
活

習
慣
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
た

め
、
慢
性
刺
激
と
な
っ
て
し
ま
う

原
因
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
お
の
ず

と
予
防
策
も
見
え
て
く
る
は
ず
で

す
。
　

ま
ず
最
も
よ
く
言
わ
れ
る
の
は

タ
バ
コ
と
お
酒
で
す
。
こ
れ
は
タ

バ
コ
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
性
物
質

が
口
の
中
の
粘
膜
細
胞
の
D
N
A

を
傷
つ
け
る
た
め
に
起
こ
る
と
さ

れ
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
だ
と
、

更
に
こ
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
バ
コ
に
も
関
係
が
あ
り

ま
す
が
、
口
の
中
が
常
に
不
衛
生

で
あ
る
こ
と
も
口
腔
が
ん
の
原
因

の
一
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
歯
を

磨
か
ず
長
時
間
放
置
し
て
お
く
こ
と

な
ど
が
、
そ
の
直
接
の
原
因
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
慢
性
的
に
舌
に
刺
激
を
与

え
る
こ
と
も
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
熱
い
食
べ
物
や

辛
い
刺
激
の
強
い
食
べ
物
な
ど
を
習

慣
的
に
好
ん
で
食
べ
る
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
物
理
的
な

刺
激
も
あ
り
ま
す
。
歯
並
び
が
悪
く

内
側
に
傾
い
た
歯
に
い
つ
も
当
た
っ

て
い
る
状
態
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い

は
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
い
こ
と
で

慢
性
的
に
口
の
中
の
一
定
の
部
分
に

刺
激
が
あ
る
場
合
な
ど
で
す
。

　

口
腔
が
ん
の
予
防
に
も
、
日
頃
か

ら
の
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
に
よ

る
検
診
が
重
要
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
　

六
合
診
療
所　
歯
科　
　
林
豊

出張診療（括弧内は担当医師）

2日
9日
16日
23日
30日

午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

1312111097 8

休診伊藤山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

201918171614 15

休診高瀬山本藤原休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

272625242321 22

山本藤原高瀬午前

休診午後 休診

休診

休診休診

313028 29

休診午前

休診午後

5

休診

休診
4

休診

高瀬
3

休診

山本
2

休診

休診
1

休診

藤原
6

小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）
小　雨（ 楠 ）
赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）
広　池（ 楠 ）
休み

湯久保（高瀬）

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更となる場合がありま
すのでご確認のうえ、受診
ください。
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鰹ニ冊（500g） / きゅうり2本 / 新生姜30g / 漬け床（おろし生姜70g / 味噌100g / みりん大2 / 醤油小1）

鰹の生姜味噌漬け

①漬け床の材料をよく混ぜ、鰹の全体に塗ってラップで包み冷蔵
庫で半日寝かせる。
②きゅうりは小口から薄く切り、塩を加えてよく揉み、水気を絞る。
新生姜は千切りにして水に晒し、ザルに上げて水気をきる。
③①の鰹を取り出して味噌を拭き取り、そぎ切りにする。
④器に盛り、塩揉みきゅうりと針生姜を添えてできあがり。

作り方

材料

Information
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※健康診査と予防接種の日程は、21ページ7月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室7月10日（木）　13時～17時

（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課7月11日（金）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

行政相談 （行政相談委員） 役場第2会議室7月15日（火）
13時～15時

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室7月9日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2・3会議室7月1日（火）・15日（火）・

8月1日（金）13時～15時
心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-5711六合温泉医療センター7月11日（金）
14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

中之条町役場
六合支所
☎95-3111

中之条町役場
六合支所

7月24日（木）
14時～（予約制）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所7月3日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166
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スパクサツ群馬
サッカースクールザスパクサツ群馬
サッカースクールザ

　5月25日（日）、シルクパークにて、ザスパクサツ群馬の現役選手が小中
学生109名にサッカースクールを行いました。ボールを使った運動からゲー
ムなどを行い、最後には、選手たちによるリフティングの実演や、サイン会
なども行いました。子どもたちは、普段では経験できないプロサッカー選手
からの指導を体験し、元気いっぱいに走り回っていました。

1回芳ヶ平湿原周辺自然観察会
ラムサール条約登録実現を目指して第

期　　日　7月19日（土）
コ ー ス　芳ヶ平湿原周辺（渋峠～芳ヶ平湿原～渋峠）
所要時間　概ね5時間
集　　合　8時30分　役場駐車場
参 加 費　1,000円（保険料等）
定　　員　40名（町民に限ります。予定人数を超えた場合は抽選とします。）
持 ち 物　弁当、飲み物、おやつ、防寒着、手袋、雨具、帽子等
申込方法　下記事務局まで電話で申し込みください。
　　　　　7月7日（月）10時から受け付けます。
申し込み・問い合わせ
『芳ヶ平湿原周辺のラムサール条約登録を実現する会』事務局
（役場企画政策課ラムサール条約推進室）　☎75・8837

スクール後の和気あいあいなひと時

ワタスゲに迎えられて

▷第2回自然観察会
　期　　日　8月16日（土）
　コ ー ス　渋峠～芳ヶ平湿原～大平湿原～平兵衛池～
　　　　　　チャツボミゴケ公園（所要時間  約6時間)

▷第3回以降の自然観察会
　･･･改めて広報でお知らせします。
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「四万清流の湯」「四万こしきの湯」町民限定割引券

入浴料金１名様２００円

（２時間・大人小人共通）

使用期限　7月３1日（木）まで

※この券１枚で、町民

１家族が入浴

できます。

切りとり
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企画！『まち合コン』参加者募集！！
第3回中之条まちなか5時間リレーマラソン新

　出店者＆スタッフ募集
大会への出店者およびボランティアスタッフを募集し
ています。ボランティアスタッフについては、事前の
準備にご協力いただける人も大歓迎です。

申し込み・問い合わせ
中之条まちなか5時間リレーマラソン実行委員会事務局（ツインプラザ内）　担当：関　侑介・安原　明
☎76・3117　FAX76・3112　MAIL：machi5@town.nakanojo.gunma.jp

　第3回中之条まちなか5時間リレーマラソンでは、笑
顔に加えてトキメキあふれる新企画『まち合コン』を
開催します。出会いを求めている人を募集し、赤い糸
より強い「赤いタスキ」でつながれる男女混成チーム
（まち5コンチーム）を事務局で編成します。運命のお
相手探しにぜひご参加ください。

　募集人数　男15人、女15人
　　　　　（1チーム男女5人ずつ計3チーム）
　申込開始　8月1日（金）
※詳細は、決まりしだい大会ホームページでお知らせ
　します。

　第2回大会写真展開催中
場所　道の駅六合「六合の郷しらすな」
期間　7月1日（火）～31日（木）
時間　9時～17時

万清流の湯・こしきの湯
7月中「町民限定割引」を実施します四

四万清流の湯  露天風呂

　より広く町民の方に利用してもらえるように、期間限定で特別割引を行います。
期　　間　7月1日（火）～31日（木）
割引内容　入浴時間（2時間）　1名200円
　　　　　※通常は四万清流の湯：大人500円、子供300円
　　　　　　　　　　こしきの湯：大人400円、子供200円
利用方法　左下の割引券を切り取って持参し、入館時に受付の係員に
　　　　　渡してください（割引券1枚につき、1家族が利用できます）。
　　　　　　　問い合わせ　四万清流の湯　　☎64・2610
　　　　　　　　　　　　　四万こしきの湯　☎64・2810
　　　　　　　営 業 時 間　四万清流の湯　　10時～21時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定休日　第4水曜日（7月23日）
　　　　　　　　　　　　   四万こしきの湯　10時～17時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定休日　第2水曜日（7月9日）

花の駅花楽の里

ごう

写真は第2回大会でのワンシーン
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と緑のぐんまづくり「キラキラフェスティバル」
沼田市から中之条町へ

リースづくり体験募集

花
　4月19日から行われていた花と緑の
ぐんまづくり2014in沼田が、5月18日
にクロージングを迎え、花と緑のぐん
まづくり「楯」が、沼田市長から折田
町長へと引き継がれました。
　また、同日に行われた花と緑のコン
テストの表彰式では、ハンギングバス
ケット部門で中之条町の篠原小百合さ
んが知事賞を受賞しました。

　ドライフラワーやヨーロピアンアーティシャ
ルなどを使ったリースづくり体験を行います。
日　　時　8月3日（日）　9時30分から
会　　場　花の駅美野原　花みどり館
募集人数　20名
参 加 費　1,000円
申込期限　7月22日（火）

中之条ビエンナーレ2015
開催日決定！！
　2015年9月12日（土）～10月12日（月）

中之条ビエンナーレ2013
図録ができました

　図録「ART WORKS 
2013」ができました。
全作品をカラーで掲載し
ているほか、イベントや
期間中の風景なども収め
た記録集です。

購入場所
　役場
　つむじショップ（木曜休）
　花楽の里（無休）
　ぐんまちゃん家
　（東京銀座 / 無休）中之条ビエンナーレ2015

アーティスト募集
　詳細は、チラシまたはホームページをご
覧ください。チラシは、役場、ツインプラ
ザ、六合支所等にあります。
2014年8月15日（金）〆切

「花をさがそう」
～ 花の駅美野原で楽しもう ～

　花の駅美野原の園内で咲いている花を決められた時間内
で、いくつ探すことができるかというイベントを開催しま
す。親子やお友達と気軽に楽しく参加してください。
日　　時　8月2日（土）　10時から
会　　場　花の駅美野原　円形広場
参 加 費　無料
申込期限　7月28日（月）

合七月小径
く に な な が つ こ み ち

六
　中之条ビエンナーレ2013作品の一部を期間限
定で公開します。
日　時　7月19日（土）～27日（日）無休
　　　　10:00～16:00　観覧無料
会　場　赤岩集落・日影集落

知事賞を受賞した
篠原小百合さん（写真右）

申し込み・問い合わせ　役場農林課  花と緑のぐんまづくり推進室　担当  宮崎貞夫・山本俊之　☎75・8844

中之条ビエンナーレ公式ホームページ　http://nakanojo-biennale.com

左から、横山市長、
茂原副知事、折田町長

フルカラー162ページ
2,500円（税込）

問い合わせ
中之条ビエンナーレ実行委員会事務局
（役場企画政策課）　☎75・8802
担当　安原克規 / 桑原かよ
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ごとに咲き誇る
シラネアオイ見

　例年、5月下旬から見頃を迎えるシラネアオ
イ。野反峠休憩舎のある富士見峠から、八間山
登山口を徒歩で約10分進むと、シラネアオイ
群生地へ到着します。
　今年も大勢の観光客が足を運びました。
　野反湖周辺は、コマクサ、ノゾリキスゲなど
まだまだ花が楽しめます。

子農園で農業体験交流王
　中之条地区第11区の王子農園で、サツマイモ植えが行われ
ました。大人と子ども約50人が春の農作業に汗を流しまし
た。初めて見るサツマイモの苗に、子どもたちは「これが大
きくなるの？」と不思議そう。地元農家が丁寧に植え方を指
導し、交流を深めました。
　秋の収穫時には、とれたてを焼きイモにして味わう予定だ
そうです。

収穫を楽しみに
サツマイモを植える子どもたち

シラネアオイ群生地付近から見た野反湖

シラネアオイ群生地
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

⑦
大
久
保
の
ナ
ツ
グ
ミ

巨
木
百
景

巨木の情報を募集します 
　町では「なかのじょう花百景」
に続き、「なかのじょう巨木百
景」を探しています。情報をお
寄せください。詳細は役場観光
商工課（☎26・7727）へ問い
合わせください。

1
月
号
か
ら
町
に
あ
る
巨
木
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

所 在 地　大字上沢渡2310　
電　　話　66-2841
料　　金　大人300円／小学生200円／小学生以下無料
　　　　　（毎月26日は風呂の日で100円引き）
　　　　　※沢渡温泉の旅館に宿泊中のお客様は無料
　　　　　　（各旅館にある「入浴許可証」が必要）。
休 館 日　年中無休
営業時間　10：00～20：30

　約50年以前に降った雨水が地中深く浸透してから、
長い時間流動しながら有効成分を取り込み55℃以上の
温泉となって湧出しています。江戸時代に天下の名湯と
して草津温泉に多くの浴客が来ると、湯治の仕上げに肌
を美しく整える沢渡の湯が「一浴玉の肌」の美人湯とし

て有名になりました。領主沼田藩真田信利と母慶寿院・
高野長英・若山牧水などたくさんの文人墨客がこの地を
訪れています。熱めとぬるめの二種類のお風呂があり、
飲泉もできます。共同浴場をこよなく愛する地元の方と
のやり取りも楽しいひと時です。

No.4 沢渡温泉・共同浴場（日帰り温泉施設） 官舎山遊歩道
　遊歩道入口から登りはじめ、沢渡神
社・大カシの木・三所様をまわり、共
同浴場までゆっくりと降りてきて30分
ほど。神社境内には万葉歌碑や双体道
祖神、福田鉄鞋（和五郎）の詩碑など
見どころがたくさんあります。




